




JW300に JW-22HCを使用される場合

高速カウンタユニットJW-22HC（特殊I／Oユニット）の実装台数（最大）、およびデータメモリの割付につい
て説明します。以下の内容を、JW-22HCユーザーズマニュアル（改訂1.2版）に追加してお読み願います。
なお、JW300には下記のマニュアルがありますので、本書とともにお読みください。

No. 1／ 3

〔１〕実装台数
　　　JW-22HCを JW300に実装可能な台数（最大）は、次のとおりです。
　　　　　　　　　　　　　　　⇒ JW-22HCﾕｰｻﾞｰｽﾞﾏﾆｭｱﾙの 3･1ページに関連

〔２〕データメモリの割付
　　　　⇒ 本書のNo. 2／ 3、No. 3／ 3ページ

実装PLC

JW300

リモートI／Oを使用しない場合  �
（基本システム）� リモートI／Oを使用する場合�

最大64台�
・基本／増設ベースユニット（ラック�
　０～７）に、他の特殊I／Oユニット�
　を含めて64台を実装できます。�

最大71台�
・親局の基本／増設ベースユニット（ラック０～�
　７）に、他の特殊I／Oユニットを含めて63台と、�
　子局（最大４局）の基本ベースユニットに他の�
　特殊I／Oユニットを含めて８台の合計71台を�
　実装できます。�

・JW300
　コントロールユニット ユーザーズマニュアル･ハード編

プログラミングマニュアル･ラダー命令編



データメモリの割付
JW-22HCをJW300に実装時、JW-22HCに割り付けられるデータメモリ（リレー領域／パラメータ領域）
は、次のとおりです。⇒ JW-22HCﾕｰｻﾞｰｽﾞﾏﾆｭｱﾙの 4･1～ 3､7･3～ 8ページに関連
ただし、このパラメータ領域はJW-22HCでは使用しません。

No. 2／ 3
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ユニットNo.スイッチ�
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（バイトアドレス）�パラメータ領域�

ラック５�

０�
１�
２�
３�
４�
５�
６�
７�

ラック４�

０�
１�
２�
３�
４�
５�
６�
７�

ラック３�

０�
１�
２�
３�
４�
５�
６�
７�

コ05000～コ05017�
コ05020～コ05037�
コ05040～コ05057�
コ05060～コ05077�
コ05100～コ05117�
コ05120～コ05137�
コ05140～コ05157�
コ05160～コ05177�
コ04600～コ04617�
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No. 3／ 3

■ リンクユニット（JW-21CM）を使用したリモートI／Oシステムの場合

・ラック０～７のリレー領域とパラメータ領域は、前ページと同じです。

・JW-21CMが親局の場合、JW-21RSは最大４台を接続できますが、JW-22HC（他の特殊I／Oユニット

を含む）の実装台数は、子局の合計で最大８台です。異なる子局でもユニットNo.スイッチの設定値

を重複できません。

・JW-21CM以外が親局で、JW-21RSが子局の場合、子局にJW-22HCは実装できません。
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【システム例】�
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